花闇

しなやかに、美しいラインを描き、彼の手は、羽根が舞うように優雅に動く。その、仰向けに差し出された掌に、ひらりと一枚の薄桃色の花弁が誘われるように舞い落ちた。

「花は散るから美しいのだ。”死”があるからこそ、”生”は美しい。」

男にしては細めの凛とした美しい声が薄闇夜に響くと、薄雲に隠れていた月が、ゆっくりと姿を現し、辺りを照らした。

その光に浮かび上がったのは、海棠の古木。

太い幹は途中で折れて背が低くなっていたが、その方々から懸命に空に細い幹を伸ばし、小さな枝を伸ばし、八部咲きに美しい花をつけていた。

しかし、よく観ると、辺りにはその木以外には何も無い。以前、戦があったのであろうか？焼け朽ちた海棠の切り株だけが、雑草の生い茂る野原に広がっていた。

「この木だけが、生き延びたのは何故だろうな…」

薄笑みを浮かべた唇が、そう言うと、海棠の木の漆黒の陰が、ゆっくりと動き、そしてその影は微かに緑の光を放ちながら、歪な人らしき形を現した。

「ご主人様…何故態々このようなところへ？御呼びになられれば直ぐに参上します。」

影の声は、重く、そして少し湿った声だった。

主人と呼ばれた彼は、掌をくるりと動かすと、花弁を無造作に空に捨てた。

「ふ…っ。お前が私の側を離れるのは、仕事の命を受けた時か、ここへ来る時だけであろう。たまには私も、この景色を観たくなっただけだ。美しいものが好きだからな。」

影はうずくまるように、その足元にひざまく。すると、人差し指を立てた滑稽で、怪しい手の付いた杖の先が、月の光で、半分だけ闇に浮かび上がったように照らし出された、影の頬に触れた。

「言っただろう、私は美しいものが好きなのだ。…お前は本当に醜いね。見た目も…心もな。今でも覚えているよ、お前が私の奴隷に成った日の事を…。命欲しさに前に歩み出たお前の顔立ちは、本当に醜くて綺麗だった。恐怖に歪んだ、憂いに満ちたあの顔…。だから、私はお前の身体に火を放った。鬼狼、あの時のお前を永遠に私のものにする為にね。」

そうして、嬉しそうに、ふふっ。と笑った彼は、杖の指先で影の少し厚めの唇に触れ、ゆっくりなぞると、今度はその杖の指先を、自分の頬に当てそれでゆっくりと自らの頬を撫で、その感触にうっとりとした表情を浮かべる。

「無歓様…」

鬼狼はその光景がまぶしいと言うように瞳を閉じた。

「海棠の花の舞うこの景色は、雪が舞う”あの国”を思い出すね。」

無歓は、微笑みながらも蔑むような視線を鬼狼に投げつけながら、そう言うと、くるりと背を向けた。そして、月明かりに照らされて白く輝く無歓の薄い外套の裾が、ひざまついたままの鬼狼の鼻先を掠めた時、また、月が薄雲に覆われた。その闇の中、鬼狼はゆっくりと公爵に向かって手を伸ばしてみた。だが、彼には触れられない。触れることを許されていない。奴隷は命令がなければ、主人に触れることは許されないのだ。ましてや、全身や顔の半分と同じようにまるで溶けた蝋のようなケロイドに覆われた醜い手で、美しいあの顔に、肌に触れることは許されていない。

「何をしているのだ？早く来い。」

無歓は振り返りもせずに、鬼狼を呼んだ。

